
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
駐
在
日
記

番
外
編
２
０
２
３
―
帰
国
後
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
繫
が
り
な
ど

機
二
60

枝
廣

哲
志

《
は
じ
め
に
》

私
は
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
、小
型
モ
ー

タ
ー
や
関
連
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
生
産
す
る

日
系
企
業
で
金
属
部
品
の
量
産
に
使
用
す

る
プ
レ
ス
金
型
の
設
計
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
２
０
２
２

年
９
月
ま
で
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
都
市

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
あ
る
現
地
法
人
に
赴
任
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
若
手
技
術
者
に
金
型

設
計
や
プ
レ
ス
工
場
の
改
善
な
ど
を
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
明
専
会
の
海

外
組
織
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
の

立
ち
上
げ
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
話
題
や
ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
常

な
ど
に
つ
い
て
は
明
専
会
報
２
０
１
９
年

７
・
８
月
号
か
ら
２
０
２
２
年
５
・
６
月

号
に
不
定
期
で
４
回
に
わ
た
り
記
事
を
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
と
帰
国

後
の
私
の
繫
が
り
を
中
心
に
書
き
記
し

ま
す
。

《
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
に
つ
い
て
》

ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
は
２
０
２
０
年

春
に
発
足
し
、
現
在
は
７
名
の
ベ
ト
ナ
ム

駐
在
中
の
日
本
人
と
７
名
の
ベ
ト
ナ
ム
人

留
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
以
外
に
も
私
を
含
む
４
名
の
日

本
人
メ
ン
バ
ー
が
ベ
ト
ナ
ム
駐
在
を
終
え

て
帰
国
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学

生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
多
く
は
卒
業
後
ベ
ト
ナ

ム
に
戻
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
日
本
に
残
っ
て
研
究
活
動
を
続
け
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
日
本
国
内
の
明
専
会

支
部
と
は
異
な
り
各
自
の
居
住
国
が
バ
ラ

バ
ラ
で
ベ
ト
ナ
ム
国
内
も
南
北
に
長
い
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
メ
ン
バ
ー
で

も
直
接
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
数
多
く

い
ま
す
。

活
動
内
容
は
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や

懇
親
の
他
に
も
、
新
規
赴
任
者
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
へ
の
支

援
を
会
則
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
会

の
発
足
か
ら
日
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
実
際

に
は
留
学
生
支
援
活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

《
日
本
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
》

メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
るT

ran
T
hi

H
ong

さ
ん（
Ｄ
情
シ
Ｈ
27：

注
１
）は
２

０
１
５
年
に
情
報
シ
ス
テ
ム
博
士
課
程
を

卒
業
後
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
を
経

て
現
在
は
大
阪
公
立
大
学
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
今
ま
でH

ong

さ
ん
に
会
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
私
は
、
２
０
２
３
年
10
月

に
大
阪
で
行
わ
れ
た
工
業
展
示
会
に
参
加

し
た
時
にH

ong

さ
ん
と
連
絡
を
取
り
、

一
緒
に
夕
食
を
摂
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
メ
ン
バ
ー

と
明
専
会
地
方
支
部
が
繫
が
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
い
、
大
阪
支
部
長
の
新
宅

秀
信
君
（
機
59：

注
２
）
に
も
夕
食
会
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。

ま
た
大
阪
の
太
陽
光
発
電
関
連
企
業
に

勤
務
す
るPham

X
uan
K
hiet

さ
ん
も

学
友
会
の
一
員
で
す
。
２
０
２
３
年
夏
に

行
わ
れ
た
明
専
会
大
阪
支
部
行
事
に
彼
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
（
写
真
２
）、
現

在
は
家
族
を
日
本
に
残
し
て
母
国
ベ
ト
ナ

ム
に
長
期
出
張
中
で
す
。

写真１：大阪心斎橋のレストランにて
（左から新宅・Hong・枝廣）

写真２：明専会大阪支部行事にて
（左：新宅・中央：Khiet）
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（
注
１
）
ベ
ト
ナ
ム
人
の
氏
名
は
３
〜
４
の
部
位
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。T

ran
T
hi
H
ong

さ
ん
の

場
合
、
先
頭
のT

ran

が
姓
で
、
次
のT

hi

は

女
性
を
意
味
し
ま
す
がT

hi

が
付
か
な
い
女
性

も
い
ま
す
。
そ
し
て
末
尾
のH

ong

が
呼
び
名

に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
にH

ong

は
バ
ラ
色
を

意
味
し
ま
す
。

（
注
２
）
実
は
こ
の
新
宅
君
こ
そ
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学

友
会
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
重
要
人
物
な

の
で
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
明
専
会
報
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
か
ら
２
０
１
９
年
７
・
８
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
現
役
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
・
研
究
者
》

ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
は
国
内
の
明
専

会
支
部
と
同
様
に
卒
業
生
が
構
成
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
国
内
支
部
と

は
異
な
り
卒
業
生
が
そ
の
ま
ま
各
地
の
支

部
に
入
る
仕
組
み
が
な
い
海
外
学
友
会
で

は
、
現
役
の
学
生
さ
ん
達
に
学
友
会
の
存

在
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
11
月
に
母
校
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
私
は
、
九
州
工
業
大
学
国
際

本
部
の
若
林
俊
郎
様
の
協
力
を
得
て
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
に
会
う
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
秋
現
在
、

九
州
工
業
大
学
に
は
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
に

７
名
、
若
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に
６
名
の
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
や
研
究
者
が
い
ま
す
。

11
月
13
日
午
後
、
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
る
物
質
工
学
研
究
系
の
坪
田
敏
樹
准

教
授
の
研
究
室
で
６
名
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に

会
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。
多
く
の
人
は

博
士
課
程
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
他
大

学
で
修
士
・
博
士
課
程
を
終
え
て
研
究
者

と
し
て
在
籍
し
て
い
る
人
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
大
学
か
ら
来

日
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
研
究
室
内
で

は
英
語
で
意
思
疎
通
を
す
る
た
め
日
本
語

が
話
せ
な
い
人
も
多
い
の
で
す
が
、

T
rink

K
ieu
T
rang

さ
ん
は
日
本
語
検

定
３
級
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

連
れ
で
来
日
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
人

が
複
数
い
た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
若
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、

生
命
工
学
研
究
系
の
井
上
創
造
教
授
の
研

究
室
でN

go
H
oang

A
nh
V
y

さ
ん
に

会
い
ま
し
た
（
写
真
４
）。
彼
女
は
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
よ
り
国
費
留
学
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日
し
て
お
り
、
看
護
師

の
動
作
解
析
を
研
究
し
て
い
る
修
士
２
年

生
で
す
。
今
回
は
お
会
い
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、V

y

さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
和
田

研
究
室
の
修
士
２
年
生T

ran
A
nh
T
ai

さ
ん
に
も
連
絡
が
と
れ
ま
し
た
。
彼
は
来

春
卒
業
と
同
時
に
日
本
企
業
に
就
職
し
、

福
岡
で
生
活
を
始
め
る
そ
う
で
す
。

な
お
戸
畑
・
若
松
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
海
外
留
学
生
を
対
象
と
し
た
初
心
者
向

け
日
本
語
講
座
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
日

本
語
会
話
や
漢
字
な
ど
も
学
べ
る
そ
う

で
す
。

坪
田
准
教
授
、
井
上
教
授
と
も
に
長
年

海
外
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

担
当
教
官
だ
け
に
、
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友

会
に
も
好
意
的
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
今
回
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
た
ベ
ト
ナ
ム
人
８
名
全
員
が
在
学

中
は
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
の
準
会
員
と

し
て
、
卒
業
後
に
は
正
会
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
家
族
で
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
に
》

私
が
ベ
ト
ナ
ム
で
生
活
し
て
い
た
の
は

４
年
半
で
す
が
、
そ
の
前
半
は
中
国
へ
長

期
出
張
な
ど
で
自
分
自
身
が
落
ち
着
か
ず
、

後
半
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
世
界
中

が
混
乱
の
最
中
で
し
た
。
そ
の
た
め
私
の

駐
在
中
に
一
度
も
家
族
を
ベ
ト
ナ
ム
に
呼

べ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
し
た
。
そ
こ

で
帰
国
後
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
か
ら

妻
と
一
緒
に
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
を
計
画
し
た

と
こ
ろ
、
親
戚
か
ら
も
同
行
し
た
い
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
妻
の
甥
（
小
学
校
５
年

生
）
か
ら
妻
の
母
（
81
歳
）
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
６
名
で
、
２
０
２
３
年
８
月
下

旬
に
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
に
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

旅
行
日
程
は
３
泊
５
日
で
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
の
中
心
部
に
あ
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
建
築

写真３：坪田研究室にて
（左からXuan・Trang・Thao・Viet・

坪田准教授・枝廣・Anh・Duc・若林様）

写真４：井上研究室にて
（左から枝廣・Vy・井上教授）
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で
有
名
な
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
市
内
や
郊

外
を
観
光
し
ま
し
た
。
熱
帯
の
肥
沃
な
大

地
に
広
が
る
メ
コ
ン
川
の
デ
ル
タ
地
帯
に

行
き
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
巡

る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
（
写
真
５
）、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
を
巡
る
二
階
建
て
観
光

バ
ス
に
乗
っ
た
り
（
写
真
６
）
と
、
こ
こ

ま
で
は
一
般
的
な
観
光
客
が
巡
る
コ
ー
ス

で
し
た
が
、
夜
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
友
人
に

観
光
客
が
行
か
な
い
地
元
の
海
鮮
レ
ス
ト

ラ
ン
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
（
写

真
７
）、
以
前
の
勤
務
先
を
訪
問
し
て（
写

真
８
）
食
事
会
に
招
い
て
い
た
だ
い
た
り

と（
写
真
９
）、
普
通
の
観
光
で
は
訪
れ
な

い
よ
う
な
箇
所
に
も
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
発
足
当
時
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
沖
重
明
君（
化
Ｈ
３：

写
真
10
）
に
も
会
え
た
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
同
窓
会
の
会
合
を
開
催
す
る
際
に
い
つ

も
利
用
す
る
日
本
料
理
店
（
注
３
・
写
真

11
）
に
も
顔
を
出
せ
た
し
、
家
族
も
私
に

と
っ
て
も
大
変
充
実
し
た
５
日
間
に
な
り

ま
し
た
。

（
注
３
）
こ
の
お
店
、
九
州
酒
場
「
勝
」
が
ホ
ー
チ

ミ
ン
で
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
の
会
合
を
行
う

際
の
定
例
会
場
に
な
っ
た
理
由
は
、
明
専
会
報

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
２
０
２
０
年
３
・
４
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
と
皿
う
ど

ん
が
美
味
し
く
、
駐
在
日
本
人
だ
け
で
な
く
ベ

ト
ナ
ム
人
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
お
店
で
、
ベ

ト
ナ
ム
人
に
は
各
種
フ
レ
ー
バ
ー
の
鯛
焼
き
が

大
人
気
だ
そ
う
で
す
。

写真８：ベトナム赴任当時の勤務先にて

写真６：オープントップの二階建て観光バスと
宿泊したホテル

写真１０：学友会の仲間（右：沖君）
が会いに来てくれました

写真５：メコンデルタを手漕ぎボートで巡るツアー

写真７：ホーチミン市内の海鮮レストランにて

写真９：勤務先の仲間達に食事会に
招かれました

写真１１：九州酒場「勝」にて（左端が店長の
佐々木さん＋家族親戚計６名）
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《
明
専
会
の
海
外
組
織
に
つ
い
て

思
う
こ
と
》

先
に
記
し
た
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学

友
会
の
人
員
構
成
は
日
本
人
と
ベ
ト
ナ
ム

人
が
ほ
ぼ
半
々
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

ベ
ト
ナ
ム
よ
り
も
先
に
作
ら
れ
た
中
国
北

京
・
タ
イ
の
海
外
同
窓
会
組
織
は
、
発
足

時
の
経
緯
か
ら
北
京
の
学
友
会
は
中
国
人

が
中
心
と
な
り
、
タ
イ
の
学
友
会
は
日
本

人
出
向
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
構
成
メ
ン

バ
ー
に
大
き
く
偏
り
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

海
外
の
同
窓
会
組
織
を
継
続
・
発
展
さ

せ
る
に
は
、
構
成
人
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
鍵

に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
人

の
み
の
組
織
で
は
赴
任
者
の
帰
国
に
よ
り

組
織
の
存
続
が
危
う
く
な
る
危
険
性
が
あ

り
、
外
国
人
の
み
の
組
織
で
は
大
学
や
明

専
会
本
部
と
の
繫
が
り
が
弱
く
な
る
か
ら

で
す
。
そ
ん
な
面
で
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友

会
の
活
動
が
、
今
後
世
界
各
地
で
新
た
に

作
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
海
外
同
窓
会
組
織
の

参
考
事
例
に
な
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
述
の
井
上
教
授
か
ら
は
、
全
世
界
の

大
学
国
際
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で
九
州
工
大
の

順
位
は
現
状
低
迷
し
て
い
る
も
、
大
学
の

海
外
同
窓
会
組
織
が
機
能
す
れ
ば
順
位
は

自
ず
と
上
が
っ
て
く
る
、
と
の
ご
意
見
も

伺
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
の
活
性

化
の
た
め
、
現
役
留
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
日
本
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ

ム
駐
在
か
ら
帰
国
し
た
元
メ
ン
バ
ー
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
再
構
築
し
て
、
日
本
側

の
留
学
生
支
援
体
制
も
整
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
留
学
生
が
学

会
な
ど
で
日
本
各
地
に
出
向
く
時
に
、
そ

の
土
地
に
住
む
ベ
ト
ナ
ム
出
向
経
験
者
が

現
地
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
日
本
で
就
職

す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
卒
業
生
に
と
っ
て
そ
の

地
に
知
人
が
い
れ
ば
多
少
は
心
強
い
の
で

は
、
と
思
い
ま
す
。

《
最
後
に
》

私
は
台
湾
、
中
国
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
と

合
計
10
年
間
、
海
外
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
仕
事
の

繫
が
り
以
外
に
も
多
く
の
現
地
人
の
友
達

が
で
き
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
手
助
け
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し
も
込
め
て
、

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
何
か
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
彼
ら
が
帰
国
す
る
と
き
に
、
日
本

に
来
て
九
州
工
大
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
す
。

今
後
ベ
ト
ナ
ム
明
専
学
友
会
の
活
動
が

活
発
に
な
る
と
、
日
本
各
地
の
明
専
会
支

部
行
事
に
参
加
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

各
地
の
明
専
会
支
部
行
事
で
ベ
ト
ナ
ム
人

に
限
ら
ず
外
国
人
卒
業
生
を
見
か
け
た
ら
、

是
非
暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

◎皆さまへのお願い

記事をご覧になったベトナム在住卒業生の方、もしくは
ベトナム在住卒業生をご存じの方がいらっしゃいましたら、
是非下記メールアドレスにご連絡ください。

●連絡先
E-mail: walk.edahiro@outlook.jp
（筆者連絡先）
E-mail: Ryutaro.Kuwamura@yaskawavn.com
（ベトナム明専学友会会長：桑村連絡先）

同窓の絆
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